
市
長
独
言
№ 103
…
カ
モ
ン
イ
ス
と
種
子
島

　

鉄
砲
伝
来
は
天
文
12
年
８
月
25
日
の
中
国
船
漂
着
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
西
暦
で
は

１
５
４
３
年
10
月
６
日
に
あ
た
る
よ
う
で
す
。
真
夏
で
は
な
く
、
今
年
の
台
風
23
号
が
種

子
島
の
東
側
を
か
す
め
て
伊
豆
諸
島
を
襲
っ
た
秋
台
風
の
こ
ろ
に
漂
着
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

た
ち
は
赤
尾
木
港
周
辺
に
数
カ
月
間
、
滞
在
し
た
の
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
西
端
、
大
西
洋
に
突
き
出
た
ロ
カ
岬
に
ル
イ
ス
・
デ
・
カ
モ
ン
イ
ス

の
詩
の
一
節
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
に
地
終
わ
り
、
海
始
ま
る
」

　

航
海
者
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
業
績
を
軸
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
歴
史
を
讃
え
た
叙
事
詩
「
ウ
ズ
・
ル
ジ
ア
ダ
ス
」

の
一
節
。
大
航
海
時
代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
詩
人
カ
モ
ン

イ
ス
（
１
５
２
４
〜
８
０
）
は
、
鉄
砲
伝
来
時
の
島
主

種
子
島
時
尭（
１
５
２
８
〜
７
９
）と
ほ
ぼ
同
年
代
で
す
。

　

航
海
者
た
ち
が
目
指
し
た
黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
。
種

子
島
か
ら
再
び
陸
が
始
ま
り
、
人
々
の
交
流
が
発
展
し

て
い
っ
た
の
で
す
。

　

今
年
春
に
着
任
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ジ
ル
ベ
ル
ト
・

ジ
ェ
ロ
ニ
ム
駐
日
大
使
を
東
京
・
西
麻
布
の
大
使
館
に

訪
ね
る
と
、「
今
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
で
賓
客
が
多
く
、

種
子
島
に
行
け
な
か
っ
た
が
、
来
年
は
必
ず
行
き
ま
す
」

と
、
大
使
の
方
か
ら
、
鉄
砲
ま
つ
り
で
の
来
島
に
ふ
れ

ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
の
こ
と
か
ら
、
ペ
ル
セ
ベ
ス
（
カ
メ
ノ
テ
）
の
話
に

な
り
ま
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
断
崖
の
よ
う
な
岩
場
で
苦
労
し
て
取
る
、
貴
重
で
高
価

な
食
材
。
種
子
島
で
も
珍
味
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
国
内
で
は
あ
ま
り

一
般
的
な
食
べ
物
と
し
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
種
子
島
は
、
何
が
美
味
し
い
で
す
か
と
問
わ
れ
て
、
ナ
ガ
ラ
メ
、
ミ
ズ
イ
カ
、

ト
ビ
ウ
オ
、
ア
サ
ヒ
ガ
ニ
な
ど
海
産
物
と
、
安
納
芋
。
Ｇ
Ｉ
（
地
理
的
表
示
保
護
制
度
）

登
録
を
し
た
種
子
島
安
納
芋
の
講
釈
を
ひ
と
く
さ
り
し
ま
し
た
。

　

来
夏
の
鉄
砲
ま
つ
り
に
大
使
が
み
え
た
時
に
は
、
美
味
し
い
も
の
を
提
供
し
た
い
け
れ

ど
、
安
納
芋
も
ア
サ
ヒ
ガ
ニ
も
ま
だ
時
期
が
早
い
し
、
思
案
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。

カモンイスの壁画とジェロニム大使（中央）

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

「から芋とりんごの揚げ団子」「から芋とりんごの揚げ団子」
第222 弾第 222 弾

【材料】（20個分）
さつま芋…250ｇ
砂糖…大さじ２
りんご…1/2 個
塩…少々
小麦粉…1/2 カップ

【作り方】
① さつま芋は皮をむき、3cm位の輪切りにして水にさらし蒸す。
② りんごは半分はすりおろし、半分は小さなさいの目に切って塩水にくぐらせる。
③ ①を熱いうちにつぶし、砂糖とりんごを加えてピンポン玉くらいの大きさに丸める。
④ ③に小麦粉を薄くまぶす。
⑤ ボールにスキムミルク、片栗粉水を入れて混ぜ、衣を作る。
⑥ 衣の中に④をくぐらせ、低めの温度でゆっくりキツネ色になるまで揚げる。

さつま芋とりんごは相性が良く、口当たりも軽くてとてもおいしいおやつです！

スキムミルク…1/4 カップ
片栗粉…大さじ１
水…50cc
揚げ油…適量

⑬ 市政の窓2025.11 月号


